
江
戸
時
代
か
ら
明
治
時
代
の
初
め
ま
で

香
久
山
村

と
い
っ
た
村
落
が
、
明
治
時
代
に
入
っ
て

戒

外
村

と
改
称
さ
れ
ま
す
。
天
香
久
山
を
取
り
巻
く
地
に
位
置
し
た
戒
外
を
は
じ
め
、
池
尻
・
南
山
・

南
浦
・
木
之
本
・
下
八
釣
・
膳
夫
（
か
し
わ
て
）
・
出
合
・
出
垣
内
・
吉
備
（
桜
井
市
）
の
一

村
が
、

明
治
二
二
年
の
町
村
制
改
革
で
合
併
し
再
び

香
久
山
村

が
生
ま
れ
旧
各
村
、
そ
れ
ぞ
れ
旧
村
名
の

ま
ま
新
し
い
村
の
大
字
と
な
り
ま
す
。

こ
の
香
久
山
村
が
昭
和
三
一
年
に
桜
井
市
に
編
入
さ
れ
た
あ
と
の
同
年
九
月
、
さ
ら
に
吉
備
を
除
く

九
大
字
が
橿
原
市
に
再
編
入
さ
れ
、
戒
外
な
ど
橿
原
市
の
各
町
が
誕
生
し
ま
し
た
。
明
治
一
五
年
ご
ろ

の
戒
外
村
は
、
戸
数
が
一
五
戸
・
人
口
が
六

人
で
、
米
や
シ
ョ
ウ
ガ
に
さ
つ
ま
い
も
な
ど
を
作
る
静

か
な
村
里
（
町
村
誌
集
）
で
し
た
。

戒
外
町
の
ほ
ぼ
真
ん
中
に

香
久
山
の
文
殊
さ
ん

と
親
し
ま
れ
る
興
善
寺
が
あ
り
ま
す
。
境
内
一

帯
か
ら
本
薬
師
寺
・
藤
原
宮
や
明
日
香
村
に
あ
る
岡
寺
な
ど
と
同
じ
様
式
の
古
い
瓦
（
か
わ
ら
）
多
数

が
出
土
し
て
い
ま
す
。
寺
の
創
建
が
奈
良
時
代
以
前
で
あ
る
こ
と
を
示
し
ま
す
。
ま
た
南
都
興
福
寺
の

古
文
書
に
よ
り
ま
す
と
、
か
つ
て
香
山
寺
（
こ
う
せ
ん
じ
）
と
呼
ば
れ
た
同
寺
に

三
学
院
、
僧
坊
八

坊

な
ど
が
あ
っ
た
よ
う
で
す
。

奈
良
時
代
創
建
の
興
善
寺


